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3. 愉文の線否 l m文の採否は Editorialboardのメンパーによる筑続税3'f.の紡操に従い決定される，ただし，

シンポジウムなどの紀録や治験愉文:については編集部で採脊を決定する

4. 論文の訂正 査続審査の結・米，山lmの訂正を求められた場合は.40日以内に.ITr正された原稿に訂正点を

明示した手紙をつけて，前官己泌bJ<~器科紀!Il!刊行会抗lて送付すること，なお. Edilo，'のn任においてー部第匂

の訂正をすることがある目

5. 採択輪文.愉文が採択された場合.Ii;l稿を3.5インチ7ロ γピーディスク 'MOディスク 'CO・R.CD-RW 

のいずれかに保存し，編集部へ送付する.ディスクには給支;受付番号 .ti¥:iJ.i'i弱者名・機狐名・ソ 7 トウエアと

そのパージaンを 1111rr己する Windowsの場合は MS-Word回一太郎， また Mac川 loshの場合は EG-Wol'd'

MS-Wo同lとし.特に Mac川 loshにおいては MS-DOSテキZ トファイ Jレに保存して拠附する こと 白

6. 校IE: 1交正 l;i~宇?による j!t1別立IE とする 務者級数の場合は校正j!t任者を技術11事指定する.

7 掲載 論文の掲載は採用似をj爪tlilとする js;邸側織を希留するときは投術11寺にその旨巾し11¥ること.

(1) ω縦料は 1J'l'につき:1'11文は5.7751'1 (税込).*'文は6.8251'1(f見込).超過J'l'は 1J'l'につき 7.3501'1(税

込).写:u;の製版代.，':'11坂， トレース代，別 1111 . 送料などは))11 に~吸を 1/ 1 し受ける
(2) 迅速尚載には込迎知総料を裂する 5珂以内は31.50WI(税込).6}.(以」ニは 1l'.i1tJに10.5001-'1(税込)

を加$tした'Kl'1をけ1し受ける.

(3) 探知lの効操.iJl1IA紋i艇の成紅1.白線機株の似HIなどに附する治験論文および学会抄鍬については.11，J級事|

を日11途に巾レ;1・ける
a 別刷 :30昔日までは無料とし，それマを組える部数については災費負狙とする 若者校正11寺に時1¥数を指定する

In(ormation for Authors Submilting Papers in English 

1， Manuscripts， tables and figU1'CS must bc submilLcd in three copies. Mal1uscripts shoulcl bc typcd 

doublc・spaccdwith wide margil1s 011 8，5 by 11 inch pap白 ー Thc tcxt ofall regular manuscripts should 

nOl excccd 12 lypcwrincn pagcs， and that of a casc rcpon 6 pagcs. Thc abstract shoulcl 110t cxcced 

250、J¥lordsand should contain no abbreviations. 

2. The r，rst page should cOnlain thc titlc， full namcs and affiliatiol1s ofthe auth印、 kcywords (no more 

than 5 worc1s)， and a rUl1l1il1g titlcωnsisting of the first author al1d twO worcls， 

C.g.: Yamada， et al.: Prostatic canc白 PSAP

3. Thc list ofrcfcrcnces shoulcl include only those publications which arc citcd in the text. Refcrences 

should 1101 cxcced 30 rcadily available citations. Rcfcrence should bc in thc form of superscript 

numcrals ancl should not bc arrangccl alphabctically， 

4. The ti.tlc， the names and al1iliations of the authors， and an abstl'act should bc pl'Ovidcd in Japancsc. 

5. I'or furthcr details， rεfer LO a "ccent journal 

編 集 後記

米岡ウィスコンシン医科大学の小児剥rlJc教授が「近年，1決聞に怨幼ずる阪間Iiのイメ ージ古<j'J.lなわれている」と

する研究レポー トをl早川総に発表したというm耶を悦んだ 彼によると .ifの I!!<Wij に登場する |屋町 li は Jr?!.~ 1引で勤勉

な人物と tliiかれていたが， 近~I;の|決附のほとんどは，医仰を~Dl欲で. 一般の人が愉快と.\，\\わないことを失うよう

な変人として揃いているという.医自liに対するイメ ージ感化を懸念する似の4fr，iI，¥'!するl決I刊は r赤ひげ(1965)j 

「ホλピタ Jレ (1975)jr救急病綿 (1994)jなどであるという

日本ではどうだろう 目「白い医絡」が印象深いとしても，その中には良心的で削j勉な医師像も怖かれている，

米国ほどひどい状況ではないと思うが，今後徐々に同じような状況になっていくことが心配される メディアの

持つボディプロ ー的彩縦は屯l像以」二に大きい

ところで.泌以;端科医はl民間にはあまり 出てこない テレピドラマにIl¥たこともあまり抱憶にない.そのなか

で「泌尿総科・l!ii 一本木守」というコミック誌があるのをご存知ですか 女性i盟副主Kカ句Fいているコ ミックで.

現時点で 9jI~まで発行されているので1I1~ な 11寺にでも MIんでみてはいかが.

(小川修)
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